
学校番号 307 

令和２年度地理歴史科 

 

教科 地理歴史 科目 地理 B 単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書  地理 B（東京書籍）及び新詳高等地図（帝国書院） 

副教材等       なし 

１ 担当者からのメッセージ 

・授業では、「入試問題の提示 → 解答の予測 → 解決のために必要な知識 → 解決する」

といった一連の過程で、自分の予測を発表したり、議論したりする活動を行います。問題は、セ

ンター試験問題を中心に扱います。また、DVD による映像や映画を見ることにより、現在の地理

的な事象への関心をもってもらおうと考えています。 

・プリントは、B5 の大きさのものを配布します。ノートは A4 版を用意し、配布されたプリント

はノートの見開きの左側に貼って、右側のスペースに、板書事項やメモを取るようにしてくださ

い。 

・ノートは、毎回の定期テスト時に提出してもらいます。また、随時、出される家庭学習におけ

る課題も提出期限を守って、完成させて提出してください。 

・普段の日常の生活に中で、地球の表面で起こるさまざまな自然現象、社会現象に注意を向けま

しょう。 

 

２ 学習の到達目標 

現代世界の地理的事象を系統地理的に考察し，現代世界の地理的認識を養います。現代世界の諸

地域を，歴史的背景を踏まえて地誌的に考察し，現代世界の地理的認識を養います。地理的な見

方や考え方を培い，国際社会に主体的に生きるための自覚と資質を養います。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:関心・意欲・態

度 
b:思考・判断・表現 c:資料活用の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

地図に関心を持ち、

世界で起きている

自然現象や社会現

象を積極的に考察

しようとする。 

現代世界の地理的事

象から課題を見いだ

し，それを系統地理

的，地誌的に考察する

とともに，国際社会の

変化を踏まえて公正

に判断し、表現でき

る。 

地図や統計，画像な

ど地域に関する諸

資料をもちいて，有

用な情報を選択，活

用することを通し

て現代世界の地理

的事象を追究する

技能を身に付ける

とともに，追究した

過程や結果を適切

に表現する。 

現代世界の地理的

事象についての基

本的な事柄や追究

の方法を理解し，そ

の知識を身に付け

ている。 

評
価
方
法 

ワークシート 

ノート提出 

観察等 

定期考査 

ノート提出 

ワークシート 

小テスト 

観察等 

定期考査 

ワークシート 

 

 

定期考査 

ワークシート 

小テスト 

 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 
主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 
評価 

方法 a b c d 

１
学
期 

生
活
文
化
、
民
族
、
宗
教 

・生活文化 

・民族・言語・宗教 

・民族問題・言語問

題 

・領土問題 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

a 衣食住を中心とする文化や言語と宗教を

中心とする文化の多様性とその分布につい

て関心が高まっている。世界各地で勃発し

ている民族紛争の社会的背景、領土問題の

発生要因を理解した上で，解決策を考えて

いる。 

b 衣食住を中心とする文化や言語と宗教に

ついて，各地域に差異があることを知り，

文化と自然環境、分布の背景を考察してい

る。世界各地で勃発している個々の民族紛

争の社会的背景を考察している。国家の領

域や国境の概念について考察し，さまざま

な種類の国境線についてそれぞれの特性を

考察している。 

c 世界のさまざまな地域の生活を写した画

像や，食・住生活に関する諸統計から，世界

各地の文化の特徴をそれぞれ読み取ってい

る。言語および宗教が生活と結びついてい

る様子を写した画像などを通し，文化の多

様性を読み取っている。世界で勃発してい

る民族紛争や領土問題について，その背景

を明らかにしている。 

d 衣食住を中心とする文化の地域性とその

差異について，自然環境との関係から理解

している。言語および宗教の分布を理解し

ている。世界各地で勃発している民族紛争

の社会的背景と，民族紛争がもたらす問題

点を理解している。国家の領域や国境の概

念を踏まえながら，世界各国や日本の地理

的位置と領域を知るとともに，さまざまな

領土問題が存在していることを理解してい

る。 

定期考査 

ノート提出 

ワークシート 

観察等 

２
学
期 

現
代
世
界
の
地
域
区
分
・
現
代
世
界

の
諸
地
域 

・地域区分の方法

と意義 

・中国 

・日本と韓国 

・東南アジア 

・インド及び南アジ

ア 

・西アジア 

・アフリカ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

aさまざまな地域区分に基づいて，世界の諸

地域の特色や現代世界の諸課題を意欲的に

読み取っている。各地域の人口・産業・文化

に関心が高まっている。特に、中国では「世

界の工場」となった背景、インドでは経済

のグローバル化や IT 産業、ヨーロッパで

は、EU などの地域統合、西アジアでは、民

族紛争について関心が高まっている。 

b さまざまな指標に基づいて地域区分を行

定期考査 

ノート提出 

ワークシート 

小テスト 

観察等 



・ヨーロッパ 

 

  ○ ○ うことの意義について考察している。各地

域の人口・産業・文化を考察している。特

に、中国では「世界の工場」となった背景、

インドでは経済のグローバル化や IT 産業、

ヨーロッパでは、EU などの地域統合、西ア

ジアでは、民族紛争について考察している。 

c さまざまな指標に基づいて地域区分を行

い，地図化している。中国の自然，歴史，経

済，社会，文化に関する諸資料から，中国の

変容および現状の特徴を読み取っている。

日本と韓国の自然，経済，産業，地域構造，

文化の諸資料について，両国を比較しなが

ら読み取っている。東南アジアの自然，文

化，産業，社会の諸資料から，各国の特徴を

それぞれ読み取っている。インドの自然，

産業，文化の諸資料から，各地域の多様性

をそれぞれ読み取るとともに，経済発展の

様子を示す諸資料を読み取っている。・西

アジア・北アフリカの自然，歴史，文化，産

業の特徴，民族の諸資料から，各国の特徴

をそれぞれ読み取っている。サハラ以南ア

フリカの自然，生業，文化，歴史，産業に関

する諸資料から，各国の特徴や問題点をそ

れぞれ読み取っている。ＥＵの自然，民族，

歴史，産業，経済，国際関係に関する諸資料

から，ＥＵの現状の特徴および各国の多様

性を読み取っている。ロシアとその周辺諸

国の自然，民族，産業，経済に関する諸資料

から，現状の特徴および多様性を読み取っ

ている。 

d さまざまな指標によって地域を区分する

ことの意義や，地域の概念を理解している。

中国の自然，歴史，経済，社会，文化の地域

的特色や，諸課題とその対応，世界に広が

る中国の影響力を理解している。日本と韓

国の自然および文化についての知識を身に

付けるとともに，両国の経済，産業，地域構

造の現在までの変遷と将来の課題を理解し

ている。東南アジアの自然および文化につ

いての知識を身に付けるとともに，経済，

産業，政策の現在までの変遷と，現在の政

治・経済面での結びつきを理解している。

インドの経済発展の様相を理解するととも

に，これと並行して起こっている産業の変

化，農村の変化，社会の変化に関する知識

を身に付けている。西アジア・北アフリカ



の形成過程と今日的な課題について自然環

境や歴史的背景を踏まえながら理解すると

ともに，西アジア・北アフリカ諸国の共通

点と相違点についての知識を身につけ，石

油資源や民族対立に関する問題点を理解し

ている。統合と拡大が進むＥＵの自然，民

族，歴史，産業，経済，国際関係をＥＵ全体

の視点と国ごとの視点の両方から理解して

いる。ロシアとその周辺諸国の自然と民族

の多様性および経済，社会，産業の特徴を

理解し，ロシアにおける市場経済への移行

に伴う変化と，経済構造の特徴とその問題

点についての知識を身に付けている。サハ

ラ以南アフリカの自然環境や文化の特色お

よび成り立ちについての知識を身につけ、

その特徴と問題点を理解している。 

３
学
期 

現
代
世
界
の
諸
地
域 

・ロシアとその周辺

諸国 

・北アメリカ 

・中央・南アメリカ 

・オセアニア 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ ○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

a 各地域の人口・産業・文化に関心が高まっ

ている。特に、北アメリカでは移民や人種

問題、中央・南アメリカでは、歴史的背

景、オセアニアでは、先住民や多文化共生

といった事項に関心が高まる。 

b 各地域の人口・産業・文化を考察してい

る。特に、北アメリカでは移民や人種問

題、中央・南アメリカでは、歴史的背景、

オセアニアでは、先住民や多文化共生と

いった事項を多面的に考察している。 

c北アメリカの諸地域について，それぞれの

地域の自然，農業，歴史，民族，工業，社

会の特徴を諸資料から読み取っている。 

・中央・南アメリカの自然，文化，民族，産

業，経済について，国もしくは地域ごとの

共通点と相違点をそれぞれ諸資料から読

み取っている。 

・オーストラリアおよびカナダの移民，自

然環境，資源，産業，社会，生活，国際関

係に関する諸資料から，両国の共通点と

相違点を読み取っている。 

d  ・北アメリカの自然環境と農業地帯との

関係，経済，工業，民族，社会の現在に至

る過程を理解している。 

・中央・南アメリカの自然環境や，経済発展

およびグローバル化に伴う影響と諸課題

に関する知識を身に付けるとともに，文

化および民族の分布や産業と経済の特徴

について歴史的背景を踏まえながら理解

している。 

定期考査 

ノート提出 

ワークシート 

観察等 



 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現   

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付け

ている。 

  南アメリカ・オセアニアについては、授業時数が不足する場合は、講習にて補うこととする。 

・多文化社会を形成しているオーストラリ

アとカナダについて，移民，自然環境，資

源，産業，社会，生活，国際関係の特徴を理

解している。 


